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氷床 ドーム深層掘削観測計画特集
ドーム初越冬 を振 り返 って
東 信 彦
37次隊が順 調に掘削 を続 けている とい うニュースを聞
● ・・,・ れまでの苦労が報われたなと思 う人は少なくな
いと思います.渡 邉興亜 さんが 「天気」 の気象談話室(43
巻6号,1996)に書いてお られ るよ うに,こ の ドーム計
画は,十 数年 も前 か ら準 備が進 め られ,そ の準備 のそれ
ぞれの過程で関わ って きた 人たちだけが知 っている苦労
があ りま した.あ の当時か ら考 えれば夢 の よ うな計画 も
我々36次隊の越冬 開始 によって現実の もの とな りました.
帰 国 して もう3ヵ 月が経 ち,ド ー ムの ことは もう遠 い昔
のこ との ように思 え ます.苦 しか った ことは記憶 か らす
ぐに遠 ざか ってい きますが,こ こに ドー ム越冬 を終 えた
直後の感想(し らせ新 聞に寄稿)を 載せ,今 一度我 々の
奮闘を振 り返 ってみたい と思 い ます.
「……越冬は どうで したか?と 聞かれると,と にか くし
ん どか ったの一言 に尽 きます,こ れ は肉体的 に も精神 的
に もです.越 冬初期 は,2月,3月,4月 と基 地の建 設作
業 と越冬準備 に追 われる中,掘 削 の方 も準備 を進 めて行
かなければな らない.気 温 は3月 にはもう一60度になる.
太陽高度 も低 くな り,太 陽が沈 む まで にはとにか く外作
業 を終わ らせ なければ と,も う全員疲労 困懲 の毎 日で し
た.低 温低酸素 とい うの はや は りこたえま した.夜 中に
呼吸が苦 しくな り目を覚 ます とい うことも何度 かあ りま
した.全 員へ とへ とで作業ペ ースは上が らない,し か し
冬 ごも りの ための仕事 は 山ほ どある.日 本や諸外 国か ら
は掘削 はまだ開始 しないのか と言 って くる.我 々の合 い
言葉 「辛抱我慢」 は この頃か ら始 ま りま した.も うひ と
つ この頃流行 った言葉 に 「犬 ぞ り」 があ ります.外 にデ
ポ してあ る荷物 を基地内 に運 び込 むの にプラスチ ックの
観 に積 んで 人力 で引っ張 るの ですが(冬 は機械力 は使 え
ない),-60度 や,-70度 で は全 く滑 らず,10mほ ど曳
いては呼 吸が苦 し くなってその場 に座.りこんで しまい ま
す.5月 か ら9月 にかけては 日中の気 温 も一70度台 にな
りま した.慣 れ とい うのは恐 ろ しい もので 一60度台で も
風 さえな ければあ ま り寒い と感 じな くな り(手 足 はす ぐ
に痛 くなるが),外 作業 もで きます.肉 体労働 でへ とへ と
にな りなが ら も,ド ー ムで の初 越冬 とい う意気 を高 く持
ち,-70度 台 になって も,休 日には ソフ トボールやラ グ
ビー を全員で やってい ました.
極夜 に はいってか らも我 々の仕事 は楽 にはな りませ ん
で した.一 方 では掘削の準備 を急 ぎなが ら掘 削場 に続 く
数 々の雪 洞の掘 削,生 活用水習取 り雪洞の掘 削 とその際
出 るブ ロ ック運 びがあ りま した.さ らに掘 削場の整備 や
コア解析 室の建設等 一50度から一60度の中でのつ らい作
業は10月 末 まで続 きました.
掘削 の方 は決 して順調 と言 うわけではあ りませ んで し
た.こ れ は最初 か ら最後 まで文 字 どお り 「辛抱 我慢」 の
連続で した.掘 削場 は深 さ4m幅4m長 さ22mの トレン
チ を雪面 下 に掘 り,キ ャンバ スで屋 根が け した もの です
が,冬 には一60度 まで室温が下が ります.こ のよ うな環
境の 中で正常 に動 く機械 という ものはあ りません.掘 削
機 もさまざまな電気系統 ・機械系統の トラブルがあ り,最
後 までその対策 と改 良 に掘削担 当の中山,田 中両隊 員は
苦労の連続 で した.掘 削機の調整 が終わ り,い よい よ掘
削 を開始 しようと したと き,34次隊 が掘 削 したパ イロ ッ
ト孔の底部が若干 曲が ってお り,深 さ約80mで ケー シン
グ(土 管 のような もの)の 末端が孔壁 か ら浮 いていて,こ
の まま掘 削機 を降ろ したので は,そ こで引 っかか り回収
で きな くなるこ とがわか りま した.こ の末端 を雪 と水 を
流 し込 んで固 めては掘削 し,ま た埋 め戻す とい う作業が
延 々 と続 き ま した.こ のパ イ ロ ッ ト孔 末 端 を処理 し,
110mまで掘 り下げて危険 な状態 を突破す るの に結局1カ
月半か か りま した.や っと液 を孔 に注入 して本掘削 を始
めたのは9月 に入 ってか らで した.そ の後 も 「辛抱 我慢 」
は続 きます.こ の ような低温で のメ カニ カル ドリル によ
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る液封掘 削は全 く未知 の世 界で したので,当 然予期せぬ
伏兵が次か ら次へ と続 きます.ト ラブルは 「何で もあ り」
で した,深 度 もなかなか伸ばせず,焦 りもあ りま したが,
無理 を してス タ ックしては元 も子 もない と我慢 に我慢 を
重 ねll月 まではエ ネルギー を保 ちなが ら深度 を じりじり
と延ばす作戦 をとってい ま した,
うれ しかった こと ももちろんあ ります,4月26日 に太
陽が沈み8月16日 に再 び出て くるまで約4カ 月の夜が続
くのですが,日 の出が近づ くにつれ皆 うきうき しだ し,確
実 に顔 に明 る さが戻 って くるの です,こ れ ほ ど日の出が
待 ち遠 しく,ま た うれ しか ったこ とはあ りませ ん.ま さ
に地球上 で一番 美 しい 日の出であ った と思 い ます,そ し
て,11月 に昭和 か ら補給 隊がや って きた時,ほ ん とうに
うれ しく思 い ました.夜 遅 くまで話 がはずみ ま した.9人
だけの単調 な生活 はつ らい ものです,か ね てか らの希望
で,昭 和チームに ラグビーの試 合を挑 み,惨 敗 しました.
まさか負 ける とは夢 に も思 わ なか ったのです.空 気が薄
くて彼 らは走る こ ともで きない だろ うと.我 々は何 ヵ月
もこの空気 の薄い過酷 な地 で肉体 を鍛 え(酷 使?)つ づ
けて きたのだか ら と,し か し,こ の予想外の(客 観的 に
みれば予定 通 りであ った)負 けで,我 々 はい かに体力が
無 くな り消耗 してい るか を思 い知 らされ ま した,み んな
これほ ど気 落 ち した こ とは無 か ったのです,ほ とん どの
者 の体重 は確 実に減少 し続 けてい ま した.み んな体の ど
こか に異常 を来た してい ましたが,あ ま り自覚 してい ま
せ んで した.
補給隊 が帰 った後,我 々に残 され たの はあ と2カ 月で
した.あ と2カ 月耐 えれば帰れる と言 う思 いと,あ と2カ
月 しか ない と'言う焦 り,し か しこの ままでは ただ しん ど
かっただ けで終 わるので はないか と.と にか く結果 を出
そ うと思 いま した.た だ頑張 ってい るだけで成果 にな っ
て現 れな いの はつ らい ものです.日 本を出る とき我 々の
目標 は深 度1000mでした,計 算上で はまだ射程距離 にあ
りましたが,か な り難 しい こ とはわ かってい ま した.ま
あ とにか く1000mにlmで も近 づこ うと総力戦 を展 開 し
ま した.掘 削班 とコア処理 班 に分 け,掘 削 は3交 代 で24
時 間敢行 しま した.こ の最 後の2ヵ 月の みんなの頑張 り
は1年 間 の 「辛抱我慢」 を締 め くくるの にふ さわ しい壮
絶 な ものであ った し,ま た見事 な もの であ りま した.36
次隊の最終掘 削深度 は605mでしたが,技 術的 に見て も全
て問題 を出し尽 くし,1年 目の掘削 と して は十分な深 さで
した.我 々の1年 間の苦労 による成果 は確 実に37次 に よ
って引 き継が れ,き っ と 目標 を達成 して くれる もの と信
じてい ます.我 々は深度 こそ 目標 に は達 しませ んで した
が,予 想 され た破砕帯 も慎 重 な掘削 によって割れの ない
良 質の コアを採取 し続 け るこ とがで きま した.こ れ は世
界の氷床深層掘削 史上で も例 を見な い ものであ り,そ の
結果,今 回得 られた コアか ら,こ れ まで採取 不可能 であ
った(過 去の地球環境 に関す る)様 々な精 細な情報が 得
られるというこ とを付 け加 えてお きます.
今 回の ドー ム越冬 が客観的 に評価 されるには時間が か
か ると思 い ます.越 冬 した者 にとっては初越 冬 と掘 削 と
い う二つの困難な大仕事 があ ったので大変であ りま した,
ドーム を去 る とき各 人の胸 の中 にあったものは 『ああ し
ん どか ったなあ.楽 しい事 って無か ったなあ.早 く降 り
たい.』では なか ったか なと思い ます,し らせ に戻 って き
て皆今回の ドーム越冬 を どの ように振 り返 っているので
しょうか,各 人違 う想い で しょう し,時 間が経 つにつれ
変わって くる もの と思い ます.私 自身,今 になって考え
てみれば,苦 しくはあ りま したが,地 球最寒地 の初 越冬
を十分楽 しんだ ように思 います.も う少 し気負 わないで
楽 にやれば よかったか なとい う気 もしますが,た だ越冬
す るだけでは申 し訳 ない と我 々は思 い ました.そ れは35
次 隊があの ドーム街道 を何往復 もし,我 々のため に最 後
の最 後 まで ドーム基地の建設 に精 一一杯働 いてい た姿 を 目
の当た りに したか らです.35次 隊の努力 には本 当に頭 が
さが り,越 冬 中には よくその話 が出 ました,さ らに34次
隊,33次 隊 とそれぞれが積み上げ てきたステ ップの重 さ
とその労苦を思・たとき,・ の・うな勘 で越冬で きた ●
我 々は幸 せであ り光 栄であ りま した.し たがって,我 々
の 目的は越冬す るこ とでは無 く,掘 削す るこ とにあ りま
した.」
緒 に ドー ムで越 冬 して掘削 を支 えて くれた仲間には,
本当にご苦労 さんで した.現 在の37次隊 からの報告では,
掘削 は順 調 とい うこ とですが,現 場 を知 っている私 には
隠れ た苦労 が分か ります.最 後 まで無事 に終 わって くれ
ることを祈るばか りです,
振 り返 れば,こ の非常 に厳 しい計画が よ く実現 したな
と思 い ます.若 濱先生の言葉 を借 りれば"三 八式歩兵銃"
をもって"白 兵突撃"し"ガ ダルカナルの敗戦"(雪 氷56
巻1号83頁 引 用)の 憂 き目を見なか ったのは,幸 運 とい
うよ り強運 であったか らだ と思 い ます.そ の強運 を呼 び
込んだの は,480トンもの物資 をせ っせ と ドーム に運ぶ と
い う難作 戦 を展開 し,一一方 では掘 削機の開発 に精根 を注
いだ多 くの 人々の熱意 とロマ ンだった と思 います.ま た,
もう一つの勝 因は基地の環境 を出来る限 り快 適 に したこ
とで しょう.こ れ までの雪氷 らしか らぬ近代兵器 と作戦
があったのです.
まだ37次,38次 と掘削が続 きます し,こ の ドーム計画
の成 否 を問 う 「コア解析 」 はこれか らです.多 くの関係
者 の努 力 によって世 界 に誇れ る素晴 らしい氷床 コアが得
られた今,こ の コアか ら世 界的 な研究成果を"迅 速に"出
す のは我 々研 究者 の責任です.上 の記述 ではなか なか言
い尽 くし得 ませ んが,一 緒 に越冬 した仲 間はそれ を楽 し
みに掘削 を支 えて くれ たのですか ら.
最後 にな りま したが,我 々の今 回の ドー ム越 冬に対 し,
多 くの方 々か ら多大 の ご支援 と激励 を戴 きました.こ こ
に厚 くお礼 申 し上げ ます,
(筆者:第36次南極地域観測隊 ドーム越冬隊リーダー,
長岡技術科学大学助教授)
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氷床 ドー ム深層掘削観測計画
渡 邉 興 亜
1.はしが き
わが国の雪氷 研究者 は南極 大陸の厚 い雪 氷層か ら,過
去二 十数万年 に さかの ぼる地球の気候 や環 境の変動 史 を
読み取 ろ うとす る計画 を進 めてい る.南 極 大陸 は東西二
つの大陸 に分け られ るが,そ の実態 は,基 盤岩上 に堆積
した氷床 と よばれる厚 さ数千mの 雪氷層で ある.東 経側
の 大 陸 は,平 均 した標 高 と氷 厚 が そ れぞ れ2,653mと
2,638km,つま り大部分がわず かに海水面上にある基盤 に
厚 い雪氷層が載 ってい る,そ れに対 して西 経側 の大 陸は,
それぞれが1,342mと1,782m,つま り基盤 の大 部分 は海
水 面 下400mに あ る.南 極 大 陸 の 全 氷 体 の 体 積 は,
2,938km3で,そのうちの88%の 氷が 東側 にある.こ の氷
体の全量は,海 水準 で65m分 に相当す る.
観測計画 の主要 な舞台 は,東 側の 氷床の 一つの頂上域
"ドーム"で あ る.氷 床は視覚的には鏡餅 の ような形 と形
容 されるが,厚 さに対 してその直径が1,000倍もある円形
の板 に近い.沿 岸 か ら急 激 に高 まる氷床 地形 は,沿 岸 か
ら600km以南の内陸域 に広 大な緩傾 斜の高原状の地形を
もち,そ こにはい くつかの高 まり(ド ーム)を つ くってい
る,ド ームふ じ観測拠点が置かれた頂上域 はその..一つで,
昭和基 地南方1,000km付近 にある.東 南 極大 陸の最 も高
い ドームAは4,000m以上の標高がある.ド ームふ じ観測
拠点 は,標 高3,810m,そこでは海抜600～1,600mの起伏
を もつ基盤上 に2,200～3,200mの厚 さの氷が戴 っている.
その ドームふ じ観測拠 点で2,000mを越 す雪氷層のボー
リングを行 い,鉛 直方向 に抜 き取 っ た円柱状 の雪氷 コア
か ら過去20万 年か ら30万年間の気候や氷床環境の変動の
復元 を試 みる ことが主要 な 目的 の・一・つで ある.深 層掘削
の ほかに,昭 和基地か ら ドームふ じ観測拠 点 に至 る氷床
斜面は,氷 床の単元流域の 一つであ る 「白瀬氷河流域」で
あ り,そ の質量収支の状態,氷 床の動力 学的状態お よび
大気 一氷床相互作用の諸現象 も観測対象であ る.
2.これ までの南極雪 氷観測
昭和基地か ら南極大 陸の内陸域へ向か う調査旅行は,こ
れ まで ほぼ毎年行 われて きたが,最 初 の組織 的 な雪氷観
測計画は,1968年か ら1975年にか けて実施 された 「みず
ほ高原 ・エ ンダー ビー ラ ン ド雪氷観測 計画」であ る.こ
の時,わ が国最初の内陸基地 「みず ほ基地」が設立 され,
気 象や雪 氷現象 の越 冬観測 が行 われた,ま た氷床 の内陸
域では,サ ンダーコ ック ・ヌナ タークス(露 岩域)か ら,
みずほ高原,や まと山脈 に至 る広 い地域で年間積雪量,年
平均気温,表 面雪の性質,氷 の厚 さ,氷 床の流動速度,そ
の ほか気象 ・気 候特性 の調査 や観測が 行われた.第2期
の雪氷観測計画は 「東 ク イー ンモー ドラン ド雪氷計画」で
あ り,1982～86年間 に行 わ れた.み ずほ基 地で は深 さ
700mまでの中層掘削 に成功 し,得 られた雪氷 コアの分析
に よ り,最 終氷 期以 降の氷床 内陸域 の気候 ・環境状 態 に
ついて多 くの ことが明 らか になった.
氷床 ドーム深層掘 削計画(ド ーム計画)は,南 極観測
にお ける第3期 の雪 氷総 合観測 計画 として位置 づけ られ
ている,1970年代の 「エ ンダー ビーラ ン ド計画」,1980年
代の 「東 ク イー ンモー ドラ ン ド計画」 によって,沿 岸域
か ら内陸 高原域 にかけての雪'氷現象や氷床気候 につい て
多 くの知 見が得 られたので ある,巨 大 な氷河 ともい える
氷床 はその見 かけの形 とは異 な り,氷 床 の成 り立 ちが独
立 したい くつ かの単元的 な流域 に分 かれる.そ う した氷
床流域 の うち,こ れ まで 日本隊が観測 して きた 「白癩氷
河流域」,「ラ グンヒル ド流域 」の地理的 範囲 も明 らかに
され,そ こでの質量収支,流 動,気 候 の特性 などについ
て もか な り明 らか になって きた.「 ドーム計画」 では 「白
癩氷河 流域」 を主要 な観測域 に設定 し,氷 床 システム と
しての雪 氷諸現 象 を系統 的 に観測 しようとす るもの であ
る.
また,ド ームふ じ観測拠 点付近 は南極 大陸上空 に発達
する冷 たい大気の塊,極 渦の中心の直下 にあって,成 層圏
と対流 圏 との間 の大気の流 れ を含め て,極 球 大気循 環の
構 造 とその季節変 化,さ らにそ う した極域 循環 に伴 う諸
物 質の輸 送課程の観測 にとっても最 適な場所 なのである.
東南極大陸とわが国の観測基地(●)および主な外国の内陸基地(■)
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3.氷床 ドーム深層掘削計画の 目的
この観測計 画では,最 初の3ヵ 年 は ドー ム頂 上域 に内
陸 基地 を建設す るための物資輸 送,建 築作業,観 測 網の
設置な どを行 い,後 半の3ヵ 年 は ドーム頂上で越 冬 し,氷
床 の深層掘削 に取 り組 む計画 とな ってい る.
南極 や グリー ンラ ン ド氷床 の深層掘 削に よって得 られ
る雪氷 の コア ・サ ンプル には,現 在 か ら過去数十万 年に
さかのぼる地球の気候 ・環境変動 の記録 とともに,氷 床
の状態の変化 に関す る情報 が記 録 されている.
氷床 は,毎 年降 り積 もる雪が積 み重 なってで きた もの
で,新 雪 には大気 中に漂 ってい るさま ざまな微粒子 やガ
ス成分 も 一緒 に取 り込 まれてい る.気 候や環境の変動 は,
その ときどきの大気 中の諸物 質(シ グナル物質)を 増減
させ るので,そ の シグナ ルの変動 が氷床 中に刻 まれるこ
とになる,ま た,積 雪 中 に含 まれ る空気 は雪が降 った時
の その場所 の空気 であ り,雪 が圧縮 されて氷 に変化す る
過程 で大 気 と切 り離 され,氷 の 中 に気泡 と して閉 じ込 め
られる.つ まり気泡 は,雪 が積 もった時代 の気体成分(と
くに温暖化物質のCO,,やCH.,濃度)を ほぼ永久 に保存 し
た 大気の 化石 とい える,こ の ように,氷 床 コア中の諸物
質,気 泡 中の気体成分 は,そ の 当時 の大気状 態,す なわ
ち過去の気候や環境 を反映す る貴重 な情報源 なのであ る.
南極 の氷 床は,人 為的 な大気汚染源 か ら遠 く離れ た地域
にあ るこ と,寒 冷 な気候 のため氷 に閉 じ込め られ た諸物
質が化学的 に変質 しに くいこ と,ま た年 々の堆 積層 の厚
さが大 き く,時 間的 な分解能 が高い こ とな ど,過 去 の気
候 ・環境 の研 究に とって有利 な条件がそろ っている,
ドー ム深層掘 削観測計画で は,得 られ た深層 コアを解
析 し,
1)氷 期 間氷期の2サ イクル以上 を含 む過去 の気候お
よび環境 変動 過程
2)気 候変動 に ともな う氷床の振 る舞い とそ れ に関連
す る氷床規模 の変化
3)南 北両極地 の気候 ・環境変動 の比較 による,地 球
規模の気候変動の メカニ ズムの解明
を主要 な 目的 として研究 を進め る.
そ れで は何故,氷 床奥 地の ドーム頂上 で掘削す るの か,
その理 由 を示そ う.氷 は大 きな力 を うける と非常 にねば
り気 の強 いオ イルや 水あめの ような流 れる性質 を もって
いる.つ きたての軟 らかい鏡 もちを机 の上 にお くと,ゆ
っ く り形 をか えて薄 くな るの と似 た現 象 によ り,厚 さ
4,°° ・ の駄 な もちは峡 か ・外倶ij・向か ・てゆ・ くり ●
と流 れる.そ の流 れる速 さは,氷 床 の沿岸 では1年 間 に
数百mと 大 き く,内 陸 に向か うほ ど小 さ く,ド ーム頂上
ではつい にはゼ ロとなる.し たが って,こ の ような頂上
域 で は,水 平 方向の氷の流 れが な く,鉛 直方 向の氷の沈
下だ けが起 こるので,氷 床 内部 の氷 は過去 か ら現 在 まで
同 じ場所 に とどまって いる と考 え られ る.つ ま り占い時
o'
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沿岸か ら ドー ムふ じ観測拠点へのルー ト
代 に積 った雪が下 層に,新 しい時代 の ものが上
層 に,順 序正 しく積み重 なって いるので ある.
4.深 層掘 削機 の開発
わが国が氷床深層掘削 を行 う ドーム頂」二部 は,
1)昭和基地か ら内陸1,000kmの遠距離にある,
2)越 冬基地 と しては,こ れ まで人類の経験 し
た 最 も寒 冷 な 気 候 下 にあ る(年 平 均 気 温:
-58℃),3)標高3,810mの高所 にあ るな ど,地
理 的 に も気候 的に も厳 しい環境 下にあ る,こ の
ため使用 される掘 削機は,掘 削性 能 に加 えて耐
寒 性 に優 れている こと,物 資輸 送量 が限 られ る
条 件 を考慮 する と,よ り省エ ネルギー型の性能
とシステム全体の軽量化が必要 である.本 計画
で は,最 終氷期 を越えて,さ らに古 い氷期 に達
す る堆積層 を採取す るために3,000m深級 の掘削
機 の開発 を 目標 とした.3,000m深級 の掘削で は
数 百気 圧の圧力 が生 じるので,掘 削 した氷の密
度 と等 しい液で満 たす(液 封)必 要 がある.そ
う しない と孔が急速 に閉 じて しまうか らである,
こ う した液封型 の掘 削技 術は わが 国では未経験
の領域 で,し か も氷体の最低 温度 が一60℃ と予
想 され る寒 冷条件 下なので,開 発すべ き多 くの
課題が あった.
開発課題 を整理す ると次の ようにな る,
1)液 封式 コア掘削 システムである こと
2)耐 寒性(-60℃)を 有する こと
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3)耐 液圧性(300気圧)を 有す ること
4>省 エ ネルギー型の システムであ ること
5)分 解 した器材の最大重量 は1.5トン以内 であ ること
6)4名 以下 の人数で掘削機操 作が可能 なほどに合理化
された システ ムであ ること
深層掘削機 の開発にあた って は,1988年か ら概 念設計
を始 め,小 型の液封掘 削実験 機 による基礎実 験 ・応用実
験 を繰 り返 し,1991年初め,ほ ぼ実寸大 の液 封型掘削実
験機 が完 成 し,部 分的 な実験 を行 うに至 った.シ ステム
全体のテス トを20m掘 削実験塔,北 海道寒冷地(陸 別町)
の氷柱掘 削実験場,グ リー ンラ ン ド氷床 上で行って きた.
ドームF深 層掘削機の基本 的な構 成 は,氷 を削 る先端部
分,氷 コアの収納容器(コ アバ レル),掘 削 による雪の切
粉 を回収 す る容器 があ り,そ の上 に耐圧密 封式 のモー タ
ー部分,電 子 回路部分があ る.コ アバ レルの長 さは2.Om.
したが って,原 理的には2.Om掘り進み,氷 コアがバ レル
いっぱい になった ところで,掘 削機 は地上 に引 き 上げ ら
● ・,・ アを取 り出し・再び掘削機 を掘削孔 ・底・送 り込
む.氷 床掘削 はこの繰 り返 しで行 われ る,2,000mの深 さ
では片道約1時 間を要するのである,
5.内陸オペレーションの推移
3年間にわたる越冬観測が行われるドームふじ観測拠点
はこれまでに南極大陸の内陸部に設けられた越冬基地と
しては最高所にあ り,人類が経験 した生活環境 としては
最 も苛酷な状況の一つである.し たがって,本 計画の実
現 にはその準備のために10数年を越 える年月を要 した.
ドーム計画開始を前提とした準備 として,25次隊は南緯
75度の地に前進拠点 を設け,26次隊はそこを足場として
さらに奥地へ観測域を拡げた.その結果として南緯77度,
東経40度付近に内陸高原域の頂上を発見 した,その後29
次隊は前進拠点までの雪氷観測 を行 うとともに,本 格的
な内陸基地建設に向けての物資輸送のルー トの調査を行
った.続 いて32次隊は ドーム頂上に向かうルー トを設定
し,新たに導入された耐寒型大型ブルドーザの運用試験
を兼ねて,最 初の物資輸送を実施 した.
こうした準備のための調査か ら,計画推進への確かな
見通しを得て,ドーム計画はその実施の段階に入り,33次
隊(1992年)によって,本格的な越冬観測開始のための
基地建設と物資輸送の内陸オペ レーションが開始された。
i)ドーム計画の開始
33次隊の最初の仕事は,越 冬開始前の夏期間に沿岸か
ら500km奥地の中継地点まで,26トンの燃料輸送を行う
ことであった,こ の最初の夏の旅行では,物 資輸送だけ
でな くルー トに沿ったいくつかの地点に基準観測点を設
ける必要があった,ド ームふじ観測拠点へのルー トは単
元流域の 一つである 「白旗氷河流域」を特徴づける氷床
流動の中心線 とほぼ一一致 している.中心線上の表面流動
量,表 面霊長,表 面質量収支量 などの観測は 「白癩氷河
流域」の質量収支や氷床の流動状態を知る上で重要な観
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測 であ る.こ の基準観測点 では,計 画 期間中 は少 な くと
も毎年1回 は観測が行 われ るこ とになっている.
東 クイー ンモー ドラン ドの最高地点 の一つ は26次隊に
よって南緯77度22分,東 経39度37分 付近である ことが
わか って いた.こ の周辺 を さらに精査 し,真 の ドーム頂
上 を確 認 し,ア イス ・レー ダ観測 に よってそ この氷床 下
の基盤地形 を明 らかにする必要があ った.
つづ く34次隊(1993年)の計画 も大規模 な もの とな っ
た.こ の隊 に課せ られた役割 は,1995年か ら始 まる3年
間の越冬観測 に必.要な発電 ・暖房燃料 の輸送 を行 うとと
もに,基 地建物 の 一つ を建 てる こと,さ らに掘削予定 地
点 で,深 層掘 削のため に必 要 な前準備作 業 を進め るこ と
であ る.
大 ・中型雪上車3台,耐 寒型 ブル ドーザ3台 で編成 され
た9名 の内陸 旅行隊 は昭和基 地 を発 ち,途 中,昭 和 基地
東 南270kmの内陸 にあ るみず ほ基 地 とそ こか らさ らに
244km奥地の2地 点 に滑走路 を整備 し,昭 和基地 か らの
航 空機 によって,離 発着 テス トが行 われた.こ れは,人
員交代や緊急事態 の発生 の際 に航空機 に よる支援 を可能
にするための準備 である,
前年 の隊の基地選 点調査結果 か ら,MD732(みず ほ基
地 か ら732km地点)付 近が真 の ドーム頂上 に近 く,ま た
氷 床基盤地形 も比較的 なだ らかで あるこ とがわ かってい
たが,34次 隊は さらにその周 囲の雪面の状態 を調べ,深
層掘 削 に最 も適す る地点 を決定す る必要 があ った,そ し
て,そ れは南緯77度19分01秒,東 経39度42分12秒 の
地点であ り,そ こは標高3,810m,氷厚2,980m,基盤高度
830mであった.こ の地 点に まず最初の内陸基地建物であ
る食堂棟が建 て られた.食 堂棟 は34次隊の作業 活動 のた
め にも必要 であるが,こ の建物 を前 もって建て るこ とに
より,建 物 に付 く吹 き溜 まbの 方向や規模 を調べ,1年 後
に建設す る ドームふ じ観測拠 点全体 の配置計画の参 考 に
されたのである,
34次隊に託 され た,何 といって も最大の仕事 は,深 層
掘削の ための前準備 と して,100m深 までの掘削 とその掘
削孔 に対す るケー シング(掘 削孔 に円筒 を埋め 込むこ と)
を行 うこ とであ った,100m程度掘削す るこ とはすで に確
立 され た技術 であ るが,ケ ー シングを行 うため には,さ
らにリーマー(拡 幅機)を 用いて掘削孔 を拡幅す る作 業
が必 要 となる.ケ ー シ ングは,氷 床 の まだ十分氷化 して
いない層 に対 して埋め込 んでい く.氷 層 の深 い所 で発生
する横圧 による掘削孔 の縮 み を防 ぐために,氷 とほぼ同
密 度の液体 が封 入 され るが,そ の液が積雪 層へ漏 れる こ
とを防 ぐためにケー シ ングが必要 なのであ る.こ の掘削
孔 の拡幅技術 はわが国 では初め ての経験 であ り,技 術的
に十分確立 していた わけでは ない.氷 河 の無 い日本国内
では実地試験 がで きないので,34次隊は昭和 基地越 冬中,
対岸 の氷床上で実地試験 を繰 り返 し,改 良 を重 ねて きた.
13cmの最 初 の掘 削孔 径 は 数段 階 の拡 幅 切 削 に よって
25cm径まで拡 げ られ,深 層掘削 に不可欠 な最初の作業 は
成功 をお さめた.
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ii)　ドームふ じ観測拠点の建設
1993年～94年の夏(35次観測期間)の,昭 和基地沖合
いの海氷状況は異常であ った.通 常の年では,浮 氷帯縁
から定着氷縁 までの航行には,少 々海氷の状況が悪 くて
も数日しかかからないのだが,こ の夏の浮氷帯はあたか
も定着氷のようにしっかりと固くしまった状態にあった.
こうなるとさしもの世界最強の砕氷能力を持つ南極観測
船 「しらせ」 も,ま った くなす術もない状態となる.湾
内へ侵入を開始 したが,順 調 な砕氷航行は一年氷帯のみ
で,多 年氷帯に入る と再び難航 し,結局,昭 和基地があ
るオングル島の手前10海里の地点で4mも の厚 さの海氷
と出合い,砕 氷航行 を断念したのである,
接岸できない となると 「しらせ」から昭和基地への物
資輸送に.要する労力と時間は大変大 きなものとなる.パ
イプ輸送されることになっていた油はすべて ドラム缶に
詰め替えられ,1本ずつ空輸する しかなく,雪上車や基地
建物建材のような.大型資材はすべて氷上輸送せねばなら
ない.
当初計画では35次隊の内陸旅行隊は 「しらせ」接岸後,
直ちに ドームふ じ観測拠点に物資とともに向かい,34次
隊 と合流して建設作業 と観測の引き継 ぎを行うことにな
っていた,し か し,「しらせ」の行動の大幅な遅れはこれ
を不可能に し,結局中継地点 までの輸送に終わってしま
った.こ の計画の変更は物資輸送計画に大幅な遅れをも
たらした.そ の遅れを取 り戻すために,35次越冬隊は新
たに秋旅行を計画 した.南 極の秋 は天候 も不順で,南 極
での生活間もない隊員達の耐寒順応度 も低 く,辛い旅行
となるのだが,遅 れを取 り戻すための方策としてはこれ
しかなかったのである.
中継地点までの輸送旅行 は一・層寒さの厳 しい8月下旬
から9月にかけてさらにもう…度行われた,夏,秋,春
の3度 の中継 地点輸送 旅行 によって,物 資輸 送計 画の遅
れを取 り戻す ことがで きた,し か し35次内陸旅行隊の最
も重要 な役 目は,夏 期 間に ドームふ じ観 測拠 点建設 を完
成 し,36次隊に引 き継 ぐこ とである.10月11日 に先発隊
が,12日 ほ ど遅れてブ ル ドーザ輸 送隊が 出発 した.先 発
隊は ドー ムふ じ観 測拠 点到着後物 資 をお ろ し,再 び中継
地点 に引 き返 し,そ こか ら また物 資 を ドームふ じ観測拠
点 に輸送す るのである.11月25日 にブル ドーザ隊の到着
に よって,ド ームふ じ観測拠点へ のすべ ての物資 輸送が
完 了 した.
ドームふ じ観測拠 点の建物や,深 層掘削場 とな る積雪
を掘 り下 げた深 さ4m,幅4m,長 さ20mの トレンチも1
月初め には完成 した.越 冬開始 に必 要な発電機や 通信機
の 立ち上げおよびその他 の諸準備 も順 調に進んだ.
その 頃,1年 前 とは異 な り海氷 を順調 に砕 氷航行 し,
「しらせ」 は昭和基地の沖合い に到着 していた.36次隊の
ドームふ じ観測拠点越冬隊 と夏の支援 隊員は12月30日に
雪 上車 ・台 ・ブ・ ドーザ1台 ・そ り35台ととも・・S16・ ●
地 点を出発,1月15日 に先行 隊が,24日 には後続 隊が ド
ームふ じ観測拠 点 に到着 ,35次隊 の9名 と合流 した.そ
して残 されたい くつ かの越冬開始準備 を35次,36次両隊
の共同作業です ませ,35次 隊 は1月290に ドー ムふ じ観
測拠点 を出発,帰 途 につ いた.そ して36次 隊の9名 だけ
の ドームふ じ観測拠点で の越 冬生活が 開始 され,新 たな
内陸観測の頁が開かれたのである,次 の37次隊 も順調 な
越冬生 活を続け,氷 床 コア掘 削は計画 どお り進め られ て
い る,ド ームふ じ観測拠点 での越 冬生活 は別に報告 され
るが,本 計画 の主 目的であ る深層掘削 は1996年6月末 日
現在1,500mを越 し,ほ ぼ所期の 目的 を達成 しつつあ る.
(筆者:国 立極地研究所北極圏環境研究センター長)
氷床 ドー ム計画の進捗状況
準備観測期間
1984)、32次(legV
25次:前進基地建設
26次:内陸高原域概.査
29次:ドームふ じ観測
拠 点
輸送 ルー ト調.査
32次:)11継地点 へ物 資
輸送(54t)
耐寒 型 大型 プ ル
トー ザ運用試験
物資輸送量
(輸送量 積載量)
雪氷観測隊員
氷床ドーム深暦掘削観測計画期間
ドームふ じ観 測拠点
にて越冬開始
・通年雪 氷 ・気 象観測
開始
・深層掘削開始
・氷床 コア現場解析
37次(IO96)
・深層掘 削継続
通年 雪 氷気 象観測 継
続
・氷床コア現場 解析
74V(323t)
藤井理.行(極地研)
新掘邦 夫(北 大低温研)
片桐一 夫 〔長岡技大)
川田邦 夫(富 山 大)
藤川秀二(北 工大}
〔夏隊 〕
高橋昭好(地 球工学)
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ドームふじ観測拠点の建設
庄 子 仁
ヨーロッパにおける氷河学の発展が,人 間の居住地域
に比較的近い山岳氷河の研究からスター トしたように,日
本隊の南極氷床研究 も昭和基地をベースとして沿岸部か
ら始められた.その後観測域は,沿 岸からさらに内陸へ,
表面か らさらに深部へ と広げ られてきた.研究 レベルが
ある段階にまで達すると,い くつかの新 しい観測拠点が
造られて,観 測域はさらに飛躍的に広がってきた.そ し
て遂に,次 の観測拠点の ターゲットが,標 高の最 も高い
ドームの頂上になり,ドームふ じ観測拠点構想が練 り上
げられるに至った.
ドームふ じ観測拠点の建設のための直接的な準備,基
地建設,そ して深層 コア掘削の開始に関する経緯につい
ては,渡邉興亜さんが本ニュースに詳 しく書いている.こ● こでは,基 地建設に直接関った第35次南極地域観測隊の
作業を中心に,建設活動の概略を述べてみたい.
2.建設現場への荷揚げ
「しらせ」によって昭和基地まで輸送 された建設用物
資 ・資材はすべて,大 型車両 に牽引されたそりに載せら
れて,1000km内陸の基地建設現場まで陸送された.昭和
基地からのルー ト設定お よび大量輸送のための新型ブル
ドー ザの運用試験等は,既 に25～32次隊によって成功裡
に完了していた.我 々の輸送の主力となったSM100型雪
上車についても,33次隊が運用試験 を済ませている.中
継拠点および基地現場には,33～34次隊によって車両燃
料が大量に備蓄されてお り,34次隊はさらにドームふ じ
観測拠点の建物の うちの食堂棟 と作業棟の建設を終えて
いた.こ れらの成果を引き継いで,我 々35次隊の作業が
開始されたわけである.● ドームふ じ観測拠点 まで荷揚げ した正味の物資量は,約
120トンであ る.こ れを4回 の旅行 に分けて行った.大 雑
把 に日程 を考 える と,3回 の中継拠点旅行 にそれぞれ約1
ヶ月かか り,最 後 の夏 ドームふ じ旅行(基 本的には2パ
ーテ ィー編成)に 約4ヶ 月かか って いる.従 って,輸 送
物資 のそ りへの積み込み作業等の旅行準備 と後始末には,
それぞれ1-2ヶ 月 を費や していることになる.昭 和基地
でのこの作業 には,35次 隊すべ ての部門か らの協力 と支
援 を受け てい る.旅 行 隊員の選 考 も含めて,実 質的 には
隊全体 のオペ レー ションであった.
3.建物工事 ・トレンチ掘削
ドームふ じの建物 を支 える土は,雪 である.こ の雪 は,
蒸発 しやす く,脆 い霜 に変 わ りやすい.ほ とんど表層部
全体が霜ザ ラメと化 している この地で土木 ・建築工事 を
行 うに当 た り,34次隊 の食堂棟建設 の成果が,貴 重 なノ
ウハ ウと して生か された.
1994年11月21日,先行 隊が建設現 場 に到着 した.翌
日か ら物資 の荷降 ろ しと平行 して2台 のブル ドーザに よ
る整 地 を開始す る.ブ ル ドーザで全体 を基準地盤 高 よ り
約30cmほ どす き取って,締 め固めた後 に雪 を戻 し,再 度
締 め固める.次 に測量 して,水 平 と高 さの調整 を して,再
び締 め 固める.こ の作業 を繰 り返 して,で きるだけ厚 く
丈 夫 な雪 の地盤 を作 った.こ の表面 に少 し埋 まる ように
道板 を敷 き(写 真1),そ の上 に鉄骨製角パ イプ を井げた
に組 み,高 さ調整 を して井 げたの 間を雪 で埋め る.こ う
して出 来た基礎 の上 に,建 物 用パ ネル を組み立 てる.接
合 部 には,暖 めて柔 らか くした ブチ ル シー リン グ材 を充
填 しなが らパネルを交互 に組 んで ゆ くが,作 業 は人力 で,
パ ネルは滑 りやすい.
深層 コア掘 削の ため の掘削場 トレンチ(幅4m,深 さ
4m,長 さ20m)を掘 るには,重 機が活躍 した.ヒ アブ搭
載 雪上車 と小型パ ワーシ ョベ ルを駆使 して,霜 ザラ メの
壁 を崩 さない ように,慎 重 に慎 重 に,ひ たす ら掘 り進ん
だ.ト レンチへの大物物資 の搬入 は,緊 張の一一瞬であ っ
た(写 真2),発 電機 を ピアブで吊 り降 ろ したが,無 事 に
降 りた とき,髭 は吐 く息 で白 く凍 った.ト レンチの屋 根
かけや通路 の建 設は,比 較的順 調 に進 んだ.
4.設備工事
基地生活を可能にするための各種の設備の中でも,と
りわけ重要な鍵は,発 電機である.発 電棟内の2機 の発
電機からは,観 測 ・居住用に各棟へ,ド リル作業室の発
電機からは,ト レンチ内の掘削作業用に電力が供給 され
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てい る.建 物III']i・の進 み只.合と訓ij和す る ように,設 備[:
'Jf－も進め られ,1995年1月Il　Hに 基地内退化が開始 され
た.メ イ ンブ レイカーがオ ンにされ,」,L/地内の照 明が ・
斉に灯った後,・ 瞬の間をおいてか ら歓声が起 こった.発
電機 か らの電 力お よび余熱 を利川 して,暖 房,造 水,給
水,給 湯 が行われている.各 種配線 ・配管工'狂カミ完 了し,
食堂棟(写 真3)か らe)排水配管 も終 わる と,こ れ は もう
35次隊 の任務は終了 し,36次の ドームふ じ越冬隊 に引 き
継 ぐばか りであ る.完 成 された建物 の屋 ヒに インマ ルサ
ッ トのア ンテナが形 よ く見 える(写 真4}.
Il'・「1/g-:第35次商初1地域観測1隊越冬隊員,
北見L業 大学1二'幽}ζ:部教授)
、 .～
ドームふ じ観測拠点便 り
藤 井 理 行
ド一一ムふ じ観測拠.P.F.P/備!{ll':i381〔〕m)は,広 人な 南極 氷
床の中央高地に位置 し,半 径1000km以内 に我 々9人 だけ
が住 む とい う地球 上で最 も過疎 な地です.こ こで36次 隊
か ら引 き継 いではや 噛卜年,越 冬前 前トの様子 をお知 らせ し
ます,
ドー ムふ じは,ロ シアのボス トー ク基地が ・時閉鎖 し
た今,人 間 が生 活す る所 としては地球 ヒで最 も寒い所 で
す.5月141」,気 温 は一79,7℃まで ドが り,日 本 人が.観
測 した最低気温 を0,1℃更新 しました.連11-65℃ か ら
一75℃程の寒 さが続いてい ます.-60℃ では,呼 吸 をす
る と氷霧 となった 自分の|II:いた息 を吸 い込み咳 き込 んで
しまい ます.肺 が拒絶反応 を起 こす か らで しょう,ま た,
風に向か って息 を11.1:くとボ ・と断が します.氷 霧 となっ
た息 が風 を切るか らです.ま た,ダ イヤモ ン ドダス トが
ほ とん ど毎1.1キラキ ラと降 って き ます.み ずほ基地で越
冬 したときは,1年 に数度見ただけで したが,こ こで は水
蒸 気の最が少 ないので雪 の結晶 に成長 で きず,小 さな氷
の結 晶であ る ダイヤモ ン ドダス トの状態 で降って くるの
です.
6月211|から231.iは,ミッ ドウ ィンターの特 別休暇で,
3日間を楽 しみ ました.な かで も,南.1'字星輝 く満 ノミの星
の1・',ドラム缶製 の露天風[|・]1への入浴 は実 に爽快 で,最
大の人気 イベ ン トとな りま した.湯 と外気 とでは,100℃
以⊥.の温度差があ るので,蒸 気 が もう もうと立 ち昇るの
ですが,蒸 発 した水蒸気がす ぐ凍るためか音が します.ま
た,湯 を 「です くって ま くと 「シュワー」 と大 きな音が
します.お 湯が瞬 間的に凍 るか らです,湯 上が りは,裸
で基地内 に戻 って も不思議 と寒 くな く,世 界最寒の露天
風呂の入浴は,実 に爽快 で愉快 な体験 とな りました.
ここで は,太 陽の出 ない極夜が約4ケ 月続 きます.今
は,そ の真ん中を少 し過 ぎた頃で,昼 の12時頃の地平線
はやや明 る くなって きた とは言 え,ま だまだ太陽の季節
が遠い暗 さです.こ の数 日は きれい なオーロラが現 れて
い ます.な に しろ極めて低温 なので,時 々外 に出て眺め
る程度で'Jj:真を撮 るには.勇気が い りますが,今 や 日本で
は決 して 見られ ない ような満点 の星空 を背 景に揺 らめ く
様は神秘 その もの です.
ド ・ーム ふ じ観測拠点での最大 の ミッシ ョンは,過 去20
万年に逆のぼる氷床深層コア掘削です.36次隊か ら614m
の深 さで引 き継 いだ我 々は,3)j初めか ら本格的 な掘削に
入 りました.月 曜 日か ら1:11iil日まで は朝6時Lトから夜 の
10時時トまで2交 代 で16時間,1.|曜日は1交 代で8時 間の
掘 削 と,休Hな しでや ってい ます.51Fトばまでは,100m
の掘削に[2.-13Hかかってい ま したが,そ の後8～IO
日程 とピッチが1'.がoてきてい ます.4月28日 に1000m
深を,6月26[1には1500m深を越 えま した.最 終 氷期 の
中頃の7万 年程 前 まで タイム トラベ ルを した ことにな り
ます.現 在 まで は,さ まざ まな トラ ブルに見 まわれる も
これを一つずつ 克服 し,ま あ順調 に経 過 してい ますが,ま
だ まだ思 わぬ伏 兵が 多 く潜 んで いるで しょう し,気 を抜
くこ とがで きません.な に しろ一50℃の氷 は非常 に固 く,
ドリルの 刃の 出具合は0,01mmの精度で調整 しないと順
調 に掘れ ませ ん.こ れ まで にない難 しい掘 削 を強 いられ
てい ます が,何 とか ノウハ ウを身 に付 けて きてい ます.
我 々が,こ の氷床深層掘削 に.lj、(念で きるのは,36次隊
あ るいは それ以 前の隊 の長い蓄積が あるか らです.掘 削
す る環境 は素晴 ら しく,掘il則コ ン トローー ル室の室温 は+
20-25℃でステ レオを持 ち込んで好 みの.音楽 を聞 きなが
ら掘削を してい ます し,掘 削場の温度 も一25℃程度と快
適 な状態です.酢 酸 ブチル につい ては,さ まざまな対.策
を立てたσ)で全 くと.d　i'　oて いい ほ ど気 にな りませ ん.多
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量に持 ち込 んだ防臭マ スクは.一つ も使用 して いない状 況
です,
生活面で も快適 な環境が 整 ってお り,越 冬生活 を何不
自由な く楽 しんでい ます.少 々きつ いこ とと言 えば,日 々
の水の確保 と,1ヶ 月 に 一度程の,燃 料 の搬 入作業です.
周 りは水 の素 の雪 の世 界なのですが,こ の雪 を融 か して
水 にす る までが一仕事 なのです.風 呂は,洗 面器 一・杯 と
の条件付 きで毎 日入れ るこ とに しま したので,調 理用 も
入れ る と一 日に500リッ トルほ どの水 を使 い ます.こ の
ため,毎 日500kgの雪 を造水槽 まで運ぶ必要があ ります.
3月 までは露 天掘 りで雪 を取 っていたのです が,4月 か ら
は地下4mの 雪洞 を掘 って います.全 員で毎 日15分程の
作業 です.燃 料 ドラム缶運び は,極 夜 期で は雪上車 を動
かすの に前 日か らと りかか らねばな りませ ん.外 作業 は,
防寒 着 を幾重 に も着込んで も1時 間位 が限界です.指 先
や顔 が寒 さで痛 くなって くるか らです.調 理 は,専 門の
コ ックが… 人い ますが,そ の休 日の ため,他 の8人 が 口
● 剛 など・交代で食事の世話を・… ます・ま・・鵬
食器洗 い,食 堂 の掃 除,ト イ レの片付 け,発 電機 のワ ッ
チ な どは当直の仕事 で,全 員が交代 で これ に当たってい
ます.
極 寒の ドーム観測拠点 では,こ の よ うに9人 が適度 な
緊張 感の も と素晴 らしいチー ムワー クで この極 限の地で
の極夜 を楽 しんでいます.8月 中旬には再 び太陽が戻って
きます.越 冬後半の生活 も大い に楽 しみです,
-70℃の南極 ドームふ じ観測拠 点 より
(筆者1第37次南極地域観測隊越冬隊長,
国立極地研究所研究系教授)
第20回南極条約協議国会議(XX-ATCM)
渡 邉 研太郎
4月29日より5月10日にかけ,オ ランダのユ トレヒト
市において標記会合が開かれた.会議には26の全協譲国,
新たに条約 を批准した トルコを含むその他の締約国17か
国のうち12か国,南極研究科学委員会(SCAR)等南極
関係およびその他の国際機関からの代表など209名が参
加 した,我 が国からは外務省地球規模問題課の二階堂首
席事務官,環 境庁自然保護局計画課の鳥居専門官,運 輸
省環境 ・海洋課の楠専門官,文 部省国際学術課の岩本課
長と滝川監理官,当研究所の平澤所長と鷲塚管理部長,筆
者が出席 した.
今会合では前回同様,南 極の環境保護議定書で扱われ
る話題が議論の中心となった.発 効のために必要 となる
全協議国の批准状況の報告があり,我が国とフィンラン
ド,ロシア,米国が未批准のため当議定書は未だ発効 し
ていない.現 在外務省,環 境庁など関係省庁が批准に向
け,新法取 りまとめの準備を行うな ど鋭意作業中である.
また当議定書の六番目の附属書とすべ く,損害賠償責任
について昨年開かれた専門家会合での討議経過をふまえ,
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会合 が開かれ た.マ ックス ・プ ラン ク研究所 教授,ウ ォ
ルフルム議長 の まとめ た第5次 案 を もとに検 討 を行った
が保険,支 払 いな どで議論 が収束せず,本 年10月 にケ ン
ブ リッジで法律 家 を含 む専 門家会合 を開 き検 討 を続 ける
ことになった,
・方,条 約で 定め られ ている締 約国間の情 報交換,本
条約 の事務局設 置に関す る検討 な ど も行 われ,ノ ルウェ
ーが 来 シー ズンにポー ラー ・ク イー ンによ り基地 の査 察
を行 う予定であ るこ とを表明 した,昭 和基 地の位 置す る
ク イー ン ・モ ー ドラ ン ドも含 まれる見込み との こ とであ
る.以 下 に筆者 の出席 した全体 会合 と暫定環境作 業部 会
(TEWG)および現場 での活動 に関す る事項 を主 に扱 う第
二作業 部会(WG－ 山 の概要 を報告す る.
環境影響評価とモニタリング
今会合では,環境保護議定書で定め られた様 々な取決
めを実行する際の問題点が引き続 き提起 され,検 討が行
われた,中 で も環境影響評価は南極における全ての活動
について事前に行うことが定められており,各 国とも関
心の高い話題だった.環 境への影響が大 きい活動に対す
る評価書案が関係国から提出され,そ の活動後の経過に
ついても報告 された.今 回,古 くなった内陸部の基地撤
去に対する環境影響評価の実施後の経過報告が行われ各
国から評価されていたが,基 地撤去に際 して廃材の野外
焼却を行ったことについて一・部の国か ら環境へ の懸念が
表明 された.国 により環境保護議定書の解釈が必ず しも
一致 せず,具体的な措置について意見の分かれる例 が他
にも見られた.附属書mで は1999年までに野外焼却の廃
止が求められている.わ が国の基地でもこれからも老朽
化に伴い建物の取 り壊 しや撤去が予想される.各 国 とも
南極での活動全てにつき計画から実行段階に至 るまで議
定書の趣旨に沿った対応が求められている.
研究活動についても同様,事 前の環境影響評価が必要
となる.昨 シーズンから地学研究のためにロス海のロバ
ーツ岬で海底掘削が始められたが,ニ ュージーラン ドが
実施 した包括的環境評価の実施後の経過監視 として,モ
ニタリングの結果 を今後の協議国会議に報告する予定で
あるとの発言があった,環 境モニタリングは影響評価 と
対をなすもので,大 きな影響が予想 される活動に対 して
義務づけられている.以前の協議国会議でSCARに対 し,
何をどのようにモニターするのが適当か,科 学的な知見
に基づいて検討するよう諮問があ り,これまでに開かれ
た2回のワークショップについて報告がなされた.こ の
ワークショップの報告書は,8月に開かれるSCAR総会
で承認を受けた後,来 年の協議国会議にガイ ドラインと
して提出される見込みである.
その他
この ところ利 用が進 んで いる インター ネッ トを使 った
南極 関係の情報 公開の状況が紹 介 され た.イ ンター ネッ
ト上 の各種情報 ネッ トワー クを活用 して環境 影響 評価 関
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連の情報を交換 し,その後のより良い評価ヘフィー ドバ
ックさせるシステムを造ろうとの提案や,　WWWにホーム
ページを持ち,南 極に関する情報提供を行うようにした
ところ,経 費節減以外に情報提供量が増すなど多くの利
点があるとの報告があった.
また,今 回も観光客の基地訪問により研究 ・観測に支
障 をきたしている実態が報告 され,観 光に伴う事故によ
り更に大きな影響が及ぶ との危惧が指摘 された.し か し
マ イナス面だけでなく,観光によって南極の科学や環境
保護に関し一・般の理解が深 まり良い面があるとの意見も
出され,開 かれた南極 を目指す姿勢が印象に残った.
わが国からは ドームふ じ観測拠点での氷床掘削の紹介
と昭和基地南方の露岩域であるラングホブデにおける種
子植物(和 名オオスズメノカタビラ;わ が国ほか広 く世
界に分布するイネ科の植物)発 見の報告を行った.氷 床
ボーリングを行っている国からは,ド ームふ じにおける
極低温,高 所環境が隊員およびその活動に与える影響,欧
州の南極氷床掘削研究計画(EPICA)との協力関係など
について質問があった.ま た非在来生物の南極への持ち
込み(附 属書llで原則禁止とされている)の可能性があ
るこのイネ科植物発見の報告は,最 も南に成育する種子
植物との観点から興味を示す研究者がいた,こ れと同様,
ロシアのプログレスn基 地に持ち込まれた非在来の種子
植物が偶発的に屋外に放出され,前 シーズンに全て除去
したにもかかわらず再び生育が認められたとの報告 も行
なわれ,こ の問題に対する関心の高さがうかがわれた.
終わりに
爽やかな日となった5月10日,次回会合を来年5月19
日から30日にかけてニュージーランドのクライストチャー
チで開催することとし,最終報告書を採択 して閉会した.
筆者にとり昨年のソウル会合に続 き2回 目の出席 とな
ったが,こ の会議で強 く感 じたのは,南 極における観測
を含む人間活動が,環 境を守るための方策を明確にしな
いでは実施で きない状況にあるということだった,そ の
背景には宇宙船地球号の 一部である南極が,長 年の研究
観測による成果の積み重ねや世界的な環境保護意識の高
まりの中で,世 界のより多くの人々の関心 を惹 く地域 と
なったことが挙げられよう.筆者の越冬 した35次隊でも
ゴミを分別収集 し,焼却炉で処分 したり空 ドラムに入れ
持ち帰るといった前の越冬では余 り気にかけなかった廃
棄物の取 り扱いに関 し,観測 ・生活面での変化を経験 し
た,こ の南極観測をとりまく国際的な環境の大 きな変化
を認識する,し ないとにかかわらず,我 が国の南極観測
隊も今後様々な局面でこれまで以上の対応が必要となり,
外力をより意識することになるのは確かだろう,
今回,損 害賠償専門家会合に南極観測実施責任者評議
会(COMNAP)のオブザーバー参加が否決されたことに
も現れているように,南 極の現場を良 く知る各国観測隊
関係者の協議国会議での影響力が相対的に弱 まりつつあ
る.それに対していわゆる環境NGOの 影響力は南極につ
いても増大 し,国の行 う南極観測だからといって例外的
な扱いは認められない状況である.我 が国の南極観測隊
が環境保護議定書の趣 旨を順守するためには,こ れまで
以上の配慮,さ らに言えば人的,経 済的裏付 けが必要と
なり,場合によっては観測計画の一一部変更さえ必要とな
ることが考えられる,環境保護議定書 に対応する国内法
がいずれ制定される見通 しだが,こ のような新 しい状況
に対応するため,南 極観測事業や研究所内の体制につい
て見直 しを行い,必 要に応 じて新たな措置をとる時が来
ているとの感を深 くした.
(著者:国立極地研究所資料系助教授)
第21回南極隅石シンポジウム
今 栄 直 也
第21回南極1墳石 シンポ ジウムは平成8年6月5(水)～
7(金)の3日 間にわた り国立極地研究所6階 講 堂におい
て開催 された.例 年 この時期 は本格 的な梅 雨 に入った頃
で あ り,蒸 し暑 い 日が続 くこ とが 多い.今 年の 東 日本 に
は梅 雨前線が十分 には届かず,そ のため例年 に比べ る と
涼 しく,ま た,天 気 にも恵 まれ た.海 外 か らの参加 者14
人を含め,シ ンポ ジウムの参加者 は101人(延べ 人数231
人)で あ った,「 願 発表 件数 は66件,ポ スターは4件,
講演要 旨のみは8件 であった,当 日は講演要 旨に加 えて,
Proceedings　of　the　NIPR　Symposium　onAntarctic　Mete-
orites,Ne.9およびMeteoporite　News,　Volume　6が発行 ・
配布 された,
研究対 象 としてはコ ン ドライ ト38件,エ コン ドライ ト
6件,唄 鉄,石 鉄6件,原 始太陽系8件,惑 星 間塵6件,
その他5件 であ った.ま た,研 究分野 の内訳 は,岩 石 ・
鉱物 が42件,年 代 ・希 ガス ・REE・ 同位体 ・宇 宙線16
件,基 礎実験 が7件,そ の他(反 射 スペ ク トル,岩 石磁
気 な ど)4件 であ った.
海外 か らの参加者の国別内訳は,U.S.A,から5人,韓
国か ら3人,中 国か ら3人,ハ ンガリーから2人,ロ シア
か ら1人 であ る.3名 の招待者(い ずれ もU.S.A.から)
の方はKlaus　Keil教授(Hawaii大),　Roger　H,　Hewins
教授　(Rutgars大),　Jhon　T.　Wasson教授(UCLA),で
あって陽石学者 としてはいずれ も大変著 名な方で ある.3
名の招待者 の各講演は3日 間の期間 中,毎 日最後 に一・講
演 ごとに割 り当て られ,そ れぞれ1時 間の特 別講演 を さ
れた.初 日のJhon　T.　Wasson教授は,阻 石 と小惑 星の話
しであった.計 算では陽石 の90%が 小惑星帯 か ら由来す
ることにな り,小 惑 星の反射 スペ ク トルに明石の80%を
占め る普通 コ ン ドライ トの それ と一・致 す るのが存 在 しな
いの は,大 部分 の小惑星の は表面が分化 した玄武 岩でお
お われ て い る こ とを意 味す る と議論 され た.2日 目の
Roger　H.　Hewins教授 はコン ドリュールの成 因の話 であ
った.始 源 阻石であ る非平衝 コン ドライ ト(太 陽系最 初
期の物理 ・化学 的情報 を凍結 した阻石 の.一つであるSemar
Kona限石)を 構 成す る2種 類の コン ドリュール(Type　I
1O一
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とType　IDの 発揮性元素 〔Na,S}やその組織 の再現 実
験 な どを もとに して星雲 内部での 元素の分化 ・蒸 発 ・凝
縮 のコ ン ドリ"1.一ルー組 成へ の影響 を議論 され た.3田1の
Klaus　Keil教授 は小惑星 天体の火成活動 を数値計 算し,小
惑星・‖1二で モ番 目に大 きな天 体であるVesta　〔直径500km)
の火成活動 に適用す る とい う沽 であ った.エ コ ン ドラ イ
トに分類 されてい るHED　「;員石　(howaridite,　eucrite,　dio-
genite}　は反射.スペ ク トルの類似か らVestaから由来する
とされてお り,数 値計 算の結 果か らこう した「川石の成因
を議,論され た.い ずれの講演 も第 級 の トピックスであ
り,た いへ ん興味深か った.
今回の シンポジ ウムの特徴,感 想 について記 します.
.1例年に比べ,惑 星間塵の研究発表が 多かった.i6伽.
これ は来 年か ら始 まる南極 でσ)胆石探 査に加 え,南 極氷
床 中などか らの惑 星間塵採 集 もIihllliされている ことと関
連が深 い と思 われ る.惑 星 間塵は限有 と並ぶ人r－で きる
第.:の地球外物 質であるが,そ の大 きさが小 さいこと{ミ
クロ ンスケー ル1に よi).取り扱 いが 難 しい.し か し1;員
石 とは異なる初期 ノ(陽系び)物理化学的情 報 をもっでい る
と見 られてい る.1;日石 はiヨこ小惑 星帯(2-3AU)からの
物 質 と考'えられてお り,.1'「ll～に火星,」]の.岩.石を含んで
いるが,い ずれ も内惑星 か らの物 質である,.・方,惑 川
間[聴には,1;員石 には見 られない特徴 的な化学組成,糸1[織
が 見られ ることが わかってい る.こ うした塵の ・部は彗
星に由 来す る と見 られてい る.彗 星は カ イバ ーーベ ル トと
呼 ばれ るお よそ50AUの場 所 に多 く存在す る と見積 もら
れてい るの で,ノく陽の動経 方向 での幅広い領域 での物 質
のサ ンプ リングが[1」'能とな るこ とを.1さ:床して いる,今 後
の初期 太陽 系の物 質進化の研究材 料 と して往 日されてい
る.
.2.若f研究 者の発表が 多かった,惑 星 間塵 の研究 も才',,
丁・が 占め たが,全 体 としてみ て も才'1'f.・{i}f究者の 発?ミが 多
か った.最 近.各 大学 に限 石刻ill:発す る惑星物 理学 を掲
げる研究室が増加 し,ま た,充 実 してきた ことにより,こ
れ まで より多くの 大学 院生 な どが|;財1研究 に取 り組 む よ
うになってきたため と思われる.
「別英語での発表が定着 した.講 演 募集の際,例 年ほ と
ん どの講演 者が英語で 発表 する ようにな り,こ れは定着
、 一顧ト 叫、
した感が ある.今 後 も,国 内 にお ける国11fi的な胆石{ilF究
発表 の場 としてその役割が重要 になるだ ろう.
最 後 に,「損石 シンポジウムの期間111,ご協 力 して ドさ
い ました ノ∫々 に感謝致 します.
1筆者:国 ・"二極地{11E究所資料系助 丁・1
第38次南極地域観測隊の夏期総合訓練を実施
第38次 南極 地域観}上lrl隊の夏期総 合、」|1練が,6月17日 か
ら21日の511問,長 野 県の文部省背 噛h11∵1原体育研究場 に
おいて,観 測隊 員,講 師,関 係 者ら87名の参加 を得 て行
われた.
この訓練 は,南 極での観測活動 に必 要な国内外の'1'iaf・w
提供,安 全対 策,環 境 保護 に関す る1講義 や実 習 を行 う と
ともに,観 測隊の任 務 と して遂行す る計1山i等につい て隊
纏,..
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員 各位 に 自覚 を求め.出 発 まで の準備作 業をIIJi・[`}に行 う
ことを日的 と して実施 された.
訓練 には,南 極地域 観測1統合推進 本部 か ら岩本国際学
術課長,瀧 川11監理'1'ギらが激励 に訪 れ,第38次 隊へ の期待
が述べ られ た.
この ように隊 員の ・同 に会す る機 会は,出 発 までに数
少 ないため,こ の 機会を利川 して,自 然のlllでチ ーム ワ
ーー ク作 りや 各i:}ll門fりiに分かれ ての分科 会,検 討 会が 夜遅
くまで行われ た.
この訓練 の後,第38次 隊は,　ll月14日の出 発に[11Jけ
本格的 な準備 に入る.
長野五輪冬季大会旗返還される
1998年に開 催:され る⊥ミ野 オリ ンピ.ソク冬季 大会旗が5
月24日,1年 年ドぶ りに第36次 越 冬隊か ら組織 委員会事務
局 に返還 された.こ の 人会旗 は国際 平和 の.助 になれば
との1[(1・{Jで.199il年ll月に南極 に向 けて出発 した南極観
測 紛 しらせ に よって南極へ運 ばれ,本f仁1月 に無事 帰還
した ものである,
オ リン ピック旗は.昭 和基 地 を中心 と した 数多 くの地
点 で写真や スラ イ ド,ビ デオに撮影 され,オ リンピック
開催期間 中に長野県の 仁安な地区で 公開 され る1二定であ
る とい う,
返還にあた り,召[ll第36次越 冬隊長,瀧 川国際学術課
監理官 らを交えて和やか なうちに懇談が行 われ た.
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第38次南極地域観測隊員決まる
今 秋ll月14[1出 発 一」.る第38次 南 極 地 」或 費見}1[「」隊58名
(越冬 隊40名,夏 隊18名 〕 の う ち す で に 決 定 して い る 隊
⊥ミ.副 「隊長 〔2名1を 除 く 「1家具51角 力ご,6月14日 に|粥催
され た 南 極 地 域 観 測 統 合 推 進 本 部 総 会 で 決 定 さ れ,同U
発 表 さ れ た.残 る ・1名及 び 外 国 基 地 派j-ti　ig-　3名 に つ い て
は,現 在 選 考 中 で あ る.
第38)欠「塚[よ,↑列 イドji』りσ)IE';];;観}則(ノ)1まカ・,トi召季[IJI㌧ナ也,
及 び ドー ム ふ じ観 測 拠1.トtl:にお い て,宙 空,気 水 圏,地 学,
生 物 ・医 学 系 の プUジ,/.ク ト及 び モ ニ タ リ ン グ の 研 究 観
測 を 行 う.ま た,夏 期 問 の 野 外 調 査 で は,地 学 系 の 叫{南
極 リ ソ ス フ ェ ア の 構 造 と 進 化 の 研 究 と し て,ア ム ン ゼ ン
湾 域 でf　J:う予 定 で あ る.
ま た,設 営 面 で は,「 昭 和 基 地 整 備 μ}i.画(8年、i1'画6年
次 日 と し て,第1居 住 棟 び)建設,非 常 発 電 機 の 設 置 等 を
i・1Eして い る.
平 成8年5月11日 付 け人事異動
石 沢 賢
11i田 治 郎
八 塚 英 明
金 尾 政 紀
橋 肚
勝 川
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配置換
.'苅業自1;観測協力室専 門職 員
(」1業部観測協プ1室設営総括係 長)
事業部観測協 ノJ室設営総括 係長
〔.」[業部観 測lb'S力室設営 第 ・係長:1
.`拉業剖;観測協ノ」室設・営第 ・係」.ミ
〔」1業鄙観測 協力室 設営 第:係 長:`
研究系助r・・地,},iUi'究醐lll
(資料系助 仁 非生物系資料 部]ILj)
南極圏環境モニタリング研究センター助手
Uil],究系助 「 ・地球物理学研究 ∬1;ド1山
昇任
豊 事業部鶴川1」協力室設営第.:係長
eド業部観測協力室設営総括係1≡任)
平成8年6月1日 付 け人事異動
配置換
神 川 啓 史 北柏{国王㍊境 研究セ ンター教授
〔{i川:究系教授 ・寒冷生物第 ・研究部P【D
l[i]」・1恭 南極圏環上覧モニタリング研究センタ・一教授
〔北 極圏環境研究セ ンタ…教授)
江 連 靖 幸
昇任
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平成8年6月16日 付 け人事異動
配置換
森 川 知 弥 事業部観測協力室設営第一係主任
(事業部観測協力室設営第二係主任〉
観 測 隊 だ よ り
昭和基地
5月に入 り比較的穏やかな天候が続いたが,月 末にA
級ブリザー ドがあり,最大瞬間風速61.2m/sを記録 し,昭
和基地開設以来の強風となった,基 地周辺には大きな吹
き溜まりができ,倉庫棟 と第10居住棟の屋根が,こ の間
を埋めた雪でつながる程になった.
37次隊で建設された倉庫棟は,内 部設備の工事も終了
し,設営事務室の広 く,暖かい環境下で仕事に励んでい
る.30Hには盛大な設営事務室の開所祝賀会が開かれた.
● 舟㈱ 門・・パ 気採聯 ・・ぺ ・一シ・ンを実施後,
陸上駐機場 に移動 し,越 冬体制に入った.
野外行動では,Sl6への雪上車回収作業が2回 にわた り
実 施 され,大 型 のSM100雪上車 は,と っつ き岬 まで降 ろ
された.生 物部 門では ラ ングホブデ方面への,調 査旅 行
をおこなった.
6月 に入 り,37次隊 としては初め ての,-30℃ を下回
る低温 となった.ブ リザー ドも4回 来襲 し吹 き溜 まりは,
高 さを増 して きている,
生活面 では,恒 例の ミッ ドウ インターが行 われ,餅 つ
きや,屋 台等 の催 しがあ り,調 理 隊員の頑張 りによる デ
ィナ ーで,日 頃 口にで きな いご馳走 に,満 足 のい くまで
楽 しんだ.
定常,研 究観測 もほぼ順調 に進め られ てお り,後 半戦
に向け,気 持 ち も新た に観測業務は続 け られてい る.
ドームふ じ観測拠点
5月 に入 り気温 は さらに低 下 を続 けてお り,14日に は
一79.7℃を記録 し昨年の最低気 温を更新 した.
氷床深層掘削 は,31日 には,1,300m深を超えた.6月
に 入 っ て も掘 削 作業 は,順 調 に進 んで お り26口 に は
1,500m深を超 え,月 間掘 削進度は251mとな っている.
コア現場解析 は,746m付近で強い火山 シグナ ルを検 出
する な どよい結 果 を出 しつつあ る,脆 弱 なブ リ ットル帯
に苦労 を余儀 な くされてい たが,よ うや く抜 け出 し処理
速度 も徐 々に早 くなって きた.コ ア処理 は,月 末 まで に
1,047m深まで終 了 した.
気象,大 気 化学観測 も順 調 に経過 した.ア イス レー ダ
ー観測の準備 も進め られている ,基 地設営,生 活面で も
問題 な く経 過 した.
6月21日 か ら231-1は,ミッ ドウ ィンターの特別休 日 と
し,越 冬後半戦の境 を9人 で楽 しん だ.
6月14日 には,隔 月実施 の24時間採血検査 を行い,高
度の影響 は改 善傾向 を示 す とと もに,全 員の 良好な健康
状態 を確 認で きた.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max,temp,)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealeveD　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapour
　 pressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative
humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(mts)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.
wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
最 大 瞬 間 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲Ill:　(Meancloudeover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
昭和基地
(Syowa:89532)
5月 　 (May)
-16 .3
-6 .1(29口)
-27 .6(15H)
984.1
1.3
66
6.5
44.3(27日,NE)
61.2(27H,NE)
8.0
0
ドームふ じ観測拠点
6月(June)　 5月　 (May)
-16 .3-69.0
-4 .8(29,30ED-54.2(1011)
-36 .1(21日)-79.7(141D
987.5588.8
1.4
61
6.9
26.6(29日,NE)
3L5(10日,　 ENE)
5.5
9
5.2
lL8(15日,S)
12.9(15日,S)
2.2
14
6月 　 〔June)
-66.4
-51.5(4H)
-79.6(29日)
594.8
5.1
8.7(15日,SW)
9.1(3日,　 NNE)
1.9
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【極地豆辞典】
「氷床単元流域」
南極 氷床 は面 積約1300万平 方km,　日本列 島の37倍
の広 さを持 つ巨 大な氷河 である.5万 平方km以 上 の面
積 を持つ氷河 を氷床 とよぶが,そ の両者 に基本的な成 り
立 ちの違いはない.・ 続 きの氷体 に見 える ものがあるが,
実態 は複合 した函益城 を持つ複数の氷河で,そ れぞれの
氷体が流動 に伴 って湿 り合 うことはない.南 極氷床 も同
様で,見 か けは鏡餅の ような形の ・つの大氷河に見 える
が,大 き く7つ の大流域 に分 かれ,さ らに大流域 はい く
つか の 「単元的 な流域 」 にわかれる.「単 元的」 とは質
:it収支や氷体の流動が ・つの閉 じた系 とな ってい ること
を意味す る,つ ま り,氷 床は多数の 単元流域か ら構成 さ
れて いる.
わが 国の雪氷研究 者が観測対象 と している 「自瀬氷河
流域」 や 「ラグンヒル ド流域」はそ う した 「氷床 単元流
域」で ある.気 候変動 に対応 して氷床が どの ように振る
舞 うか を明 らかにするためには,こ うした 「氷床1臣元流
域」の詳細 な観測 が必要 であ る.「白癩氷河流域」 は面
積20.659万平 方km,「 ラ グ ン ヒ ル ド氷 床 流域 」 は
30.751万平方km,　この他 に小 規模 な氷床単元流域 と し
て 「宗谷」,「あすか」,「ハ ラル ド」 などが沿岸域 にあ り,
これ らの南極氷床 全体に対する面積比は5% ,東 南極大
陸に対 しては6%を 占め る.ド ームふ じ観測拠 点はピ1瀬
氷河流域 やラ グンヒル ド流域の最源流点 に位置する.
わが 国の南極観 測 計画第V期 雪 氷観測計画 で は,第
IV　I9]　li　lHt]y'に引 き続 き,「宗谷」,「白瀬氷河」の氷床 単元
流域 に対 してその 全域 を対象 に雪起観測,表 ・浅層雪 氷
コア観測 による表面 質量 収支観 測,精 密GPS観 測 に よ
る氷床流動観測,ス トレイン ・グリ ッ ド網 による表面応
力状 態観測 など現在の氷床状態 の観測 に加えて,雪 氷層
中層掘削 による過去数 百年層 に相 当す る雪氷 コアの解析
に より,こ う した氷1頼}i.元流域の過去数百年間の状態 変
化を明 らかにす る計 画が進め られる.こ うした観測 計画
は国際的協同の もとに行 われ,「国際 科学 トラバ ース計
画　(ITASE)」　と呼 ばれている,
O 5eOkm
氷床単元流域 －A.ラ グンヒル ド,B'白 癩氷河,C.あ すか,D:八 ラル ド,E宗 谷,矢 印'氷 床流動方向
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